
明日を 築く まちづく り基本施策６

基本施策６ 明日を 築く まち づく り

［  施策目標 ］

■住民が利用し やすい質の高い行政サービスを 提供し 、住民に信頼さ れる 行財政運営を 目

指し ます。

■IC T（ 情報通信技術）の活用を 積極的に進め、効率良く 業務を 遂行できる 組織体制の構築

を 目指し ます。

○玖珠町では令和元年度から 行財政基盤の強化を 目的と し た行財政改革に取り 組んでおり、コ スト 削

減等の「 財政運営の改革」に加え、住民と 行政の協働によるまち づく り や、行政サービスの向上を 図

る「 行政サービス改革」を 推進しています。

○新型コ ロ ナウイルス感染症の影響により、生活・ 社会活動が制限さ れる 中で、「 新し い生活様式」への

対応が求めら れています。オン ライン で の行政サービスの提供を 推進する 等、感染拡大防止の取組

みに加え、外出困難な 高齢者や障がい者への配慮も 求めら れます。

○急速に進展しているデジタ ル化に対応し ながら 、限ら れた職員や財源を 最大限に活用し た、スリ ム

で 効率的な 行政組織を 構築し 、住民の多様な ニーズに応えら れる「 新し い行政運営」のあり 方が求

めら れています。

○財政においては、少子高齢化が進展する 中、さ ら なる 扶助費の増大や、将来的な 生産年齢人口の減

少に伴う 税収の減少等により 、今後も 厳し さ を 増すこ と が想定さ れます。行財政改革を 確実に実行

し 、持続可能な財政運営を 行う 必要があり ます。

○情報や公文書を 誰も が自由に使えるよう にする「 オープン データ 」は、地方自治体の持つ重要な 社

会資源であり、誰も が使える情報と して公開を 行う よう 、検討していく 必要があり ます。

○情報公開制度の活用と 行政情報の積極的な 提供を 推進するこ と で、行政の透明化と 住民と の情報

共有を 図り、住民協働のまち づく り を 推進していく 必要があり ます。

施策６ -１ 　 健全な 行財政運営

（ 行財政改革）

（ 情報公開）

・ ・ ・ 施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）
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明日を 築く まちづく り 基本施策６

○玖珠町行財政改革プラン                                                                   【 総務課　 行政班】

・ 町の財政状況について関心を もつ。

・ マイナンバーカ ード を 取得し 、オンライン での行政手続を 活用する。

6 -1 -1： 行財政改革の推進

○行財政改革を 確実に実施すること により、将来のまち づく り に必要な行財政基盤の確立を 図り ます。

○情報通信技術の活用により、窓口や申請手続等の行政サービスを オンライン 化、デジタ ル化し 、利用

者である 住民や事業者にとっての利便性を 高めます。また、新たな 生活様式に対応し 、行政手続に要

する 時間の削減と サービスの向上を 図り ます。

○進展する IC T 環境に合わせたシステムの活用や更新を 進め、さ ら なる 業務の効率化、ト ータ ルコ ス

ト の削減、行政サービスの向上を 図り ます。

6 -1 -2： 開かれた行政運営・ 情報公開・ 行政情報のオープンデータ 化

○情報公開制度の浸透を 図ると と も に、住民への積極的な 情報提供を 進め、開かれた行政運営を 推

進し ます。

○新たな民間サービスの創出、地域経済の発展につながるよう 、行政が保有する 情報のオープン デー

タ 化を 図り ます。

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

数値目標

（ 担当課は令和3 年4 月1 日現在）関連する 個別計画
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明日を 築く まちづく り基本施策６

6 -2 -1： 公共施設の管理

○公共施設の老朽化対策と して、玖珠町公共施設等総合管理計画、公共施設個別管理計画に基づき、

庁舎を はじ めと する 公共施設の維持管理、長寿命化、延床面積の縮減等を 行い、公共施設の老朽化

等に対応し たまち づく り を 推進し ます。

○遊休施設利活用ガイド ライン ※に基づき、遊休施設となっ た土地・ 建物については、売却・ 貸付を 推

進し 、資産の適正な管理を 行います。

○公共施設の機能確保、配置及び地域の実情に合っ た公共サービスが継続的に提供さ れるよう 、施設

の複合化等について検討する等、適正な維持管理に努めます。

○玖珠町に必要と さ れる児童館などについては、新たに個別の施設を 建設すること が非常に困難な状

況にあり ます。し かし ながら 、住民ニーズへの対応と 福祉の向上を 図るために、施設の整備を 推進す

る のではなく 、求めら れるサービスを 提供できる 環境の整備に努めます。

［  施策目標 ］

■公共施設等の適正な 再編や維持保全に取り 組み、社会情勢に適応し た持続可能なまち を

目指し ます。

○町内には、多く の公共施設があり、その多く が老朽化しています。社会情勢や財政収支により、すべて

の公共施設を 維持、更新すること は困難な状況にあり ます。そのため、玖珠町が所有する公共施設に

ついて、用途別に今後の公共施設での役割や機能を 整理し 、施設の集約化・ 複合化等について検討

を 進める必要があり ます。

○各公共施設においては、施設に不具合が生じ てから 修繕等を 行う「 事後保全」ではなく 、経過年数や

劣化状況を 踏まえ、事前に改修を 行う「 予防保全」に視点を 置き、計画的に行う こ と で、公共施設を

長持ちさ せ、建物にかかる 費用（ ライフ サイクルコ スト ）の削減を 行う 必要があり ます。

施策６ -２ 　 適正な 公共施設等の維持管理

※遊休施設利活用ガイド ラ イ ン ：

玖珠町において中学校統合等により 利活用等が求めら れる 遊休施設があり ま す。そのため「 旧中学校跡地の利活用に

向けた基本的な 考え 方」 や「 積極的な 遊休施設利活用」 を 目的と し た指針と なるも のです。

（ 公共施設の管理）

・ ・ ・ 施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組
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明日を 築く まちづく り 基本施策６

○玖珠町公共施設等総合管理計画                                                      【 総務課　 管財班】

○玖珠町公共施設等個別管理計画                                                         【 総務課　 管財班】

○玖珠町公営住宅等長寿命化計画                                                【 建設水道課　 管理班】

○橋梁長寿命化修繕計画                                                          【 建設水道課　 工務班】

○ト ンネル長寿命化修繕計画                                                          【 建設水道課　 工務班】

数値目標

（ 担当課は令和3 年4 月1 日現在）関連する 個別計画
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明日を 築く まちづく り基本施策６

6 -3 -1： 玖珠美山高校の魅力化

○玖珠志学塾の取組の中で、高校と 連携して生徒一人ひとり にあっ た学力向上の支援を 行い、それぞ

れが進学や就職の目標を 達成すること で「 高校の魅力化」を 図っていきます。

○玖珠美山高校の優れた取組や、「 玖珠志学塾」など 他校にない支援の取組を 広く 発信すると と も に、

「 下宿生に対する助成」など 郡外から の入学者の増加に向けた施策も 積極的に進めていきます。

［  施策目標 ］

■地元の中学生はも と より、他の地域から 進学を 目指す高校となる よう に、魅力化の向上を

図り ます。

■玖珠美山高校が持つ魅力が、地域の中学生や保護者に認識さ れるよう 努力し ます。

○大分県立玖珠美山高校は、平成2 7 年4 月県立玖珠農業高校と 県立森高校が統合して誕生し た「 地

域に唯一の高校」です。し かし ながら 、開校当初から 定員割れが続いており、近年では地元中学生の

進学率が5 0 ％以下と 低迷しています。

○こ れまで、九重町と 協働しての魅力化の支援策や、在校生の学力向上を 目指して平成2 8 年1 2 月に

公営塾「 玖珠志学塾」を 開設するなど の取組を 行ってきまし た。その結果、公営塾については、進学率

の目標を 達成するなど、大き な 成果を あげているも のの、定員割れは改善さ れず定員も 1 6 0 名か

ら 1 2 0 名（ 令和２ 年度）と 大きく 削減さ れることとなり まし た。

　 そのため、こ れまで の高校支援の取組やそ の成果が、玖珠美山高校の他校にはな い魅力と し て、地

域の中学生や保護者に認識さ れる必要があり ます。

施策６ -３ 　 玖珠美山高校の存続の取組

（ 県立高校支援）

・ ・ ・ 施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組

数値目標

郡内中学生の玖珠美山高校への進学率

1 06




